
     
福島県企業局 
工業用水道課 

福島県工業用水道中長期計画（維持管理・整備計画）の進捗状況 

◆工業用水の安定供給に向けた中長期的な施設の維持管理・整備を行うため、５つの方針を定めて取り組んでいます。 

→ 給水業務、ポンプ・モーターのオーバーホール 等を行います。 

→ (磐城)導水管布設替、(勿来)沼部堰改築 等を行います。 

→ (磐城)配水池耐震化、着水井・分配槽耐震化、(勿来)沼部堰改築 等を行います。 

→ (磐城)配水管複線化 等を行います。 

→ (勿来)沼部堰改築 等を行います。 

 

 

 

◆令和５年度に予定している工事等の箇所数と進捗状況（令和４年度からの繰越工事等を含んでいます） ※令和５年１２月末現在 

沼部堰（現況） 

R５現年 R４繰越

４工水 Ⅰ 86 7 90 23 97% 25%

Ⅱ 18 3 17 6 81% 29%

Ⅲ 1 0 1 0 100% 0%

Ⅳ 10 0 8 1 80% 10%

Ⅴ 2 0 1 0 50% 0%

磐　城 Ⅰ 34 1 35 11 100% 31%

Ⅱ 9 0 8 1 89% 11%

Ⅲ 1 0 1 0 100% 0%

Ⅳ 10 0 8 1 80% 10%

Ⅴ 0 0 0 0 - -

勿　来 Ⅰ 25 3 28 7 100% 25%

Ⅱ 4 3 5 4 71% 57%

Ⅲ 0 0 0 0 - -

Ⅳ 0 0 0 0 - -

Ⅴ 2 0 1 0 50% 0%

小名浜 Ⅰ 23 3 24 5 92% 19%

Ⅱ 2 0 2 0 100% 0%

Ⅲ 0 0 0 0 - -

Ⅳ 0 0 0 0 - -

Ⅴ 0 0 0 0 - -

相　馬 Ⅰ 4 0 3 0 75% 0%

Ⅱ 3 0 2 1 67% 33%

Ⅲ 0 0 0 0 - -

Ⅳ 0 0 0 0 - -

Ⅴ 0 0 0 0 - -

工水名
項目

別

R5

予定箇所数
着工 完了 着工率 完了率



 福島県企業局いわき事業所管内図  

 

 

沼部堰改築 
●耐震化 

●強靱化 

●法定耐用年数超過 

導水管布設(横山～泉) 
●複線化(Ⅱ期導水管) 

●強靱化 

●法定耐用年数超過 

配水管布設替(鹿島線） 
●法定耐用年数超過 

導水管布設(江畑～頭巾平)※1工区 

●複線化(Ⅱ期導水管) 

●強靱化 

●法定耐用年数超過 

いわき事業所管内 

令和５年度主要事業 

漏水発生(令和元年 7月) 

漏水発生(平成 30 年 7 月) 

令和４年度施工状況 

主ポンプ・モーターOH 

（小名浜ポンプ場） 
●適切な維持管理 

新沼部堰完成予想図 

主ポンプ・モーター 



磐城工業用水道は、いわき市小名浜地区及び常磐地区に立地する企業に対し工業用水を給水するため
に第1期事業を実施し昭和37年10月より給水を開始しました。その後、小名浜臨海工業団地及び鹿島工
業団地の立地企業や既存企業の増設による工業用水の需要に対処するため、第2期事業を実施し、令和５
年4月1日現在40社と2自治体（延べ46事業所）へ約183,000m3/日給水しています。

横山接合井から泉浄水場間に新たな導水管を設置し複線化を図りました。（H28～R5.12 複線化完了）
導水管布設工 L=958.3ｍ ダクタイル鋳鉄管（Φ1100mm) 

高柴ダムから泉浄水場へ導水する管路は、建設後５0年から６0年が経過して
おり、各所で老朽化等による漏水が発生しました。
特に、平成９年以降、横山接合井から泉浄水場の区間で漏水が多発し、断水を

伴う復旧工事を実施しました。
さらなる安定供給を図るため、既設管の補修に加え新たに導水管を設置する複

線化事業に着手しました。

“管路の複線化”

磐城工業用水道 導水管布設（横山）工事 Ｈ２８～R5

0% 100%

進捗率

横山工区（完了） 泉
浄
水
場

横
山
接
合
井

施工済

施工中

未施工

既設管との接続状況 工事完了写真

2023/12/28作成

バイパス管

既設管（Ⅰ期）

既設管（Ⅱ期）

Ｒ５実施内容（予定）
５月：土留め工
６月：掘削
７月：既設管への接続工
８月：導水管布設工

１１月：舗装復旧工
１２月：竣工

導水管布設状況
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（R5.12竣工）

管布設位置

漏水箇所
漏水発生状況



“管路の複線化”“施設の強靱化”

■磐城工業用水道■ 導水管布設工事（江畑～頭巾平１工区） H30～R５

該当工
水拡大

磐城工業用水道は、いわき市小名浜地区及び常磐地区に立地する企業に対し工業用水を給水するために第1
期事業を実施し昭和37年10月より給水を開始しました。その後、小名浜臨海工業団地及び鹿島工業団地の立
地企業や既存企業の増設による工業用水の需要に対処するため、第2期事業を実施し、令和５年4月1日現在
40社と2自治体（延べ46事業所）へ約18３,000m3/日給水しています。

高柴ダムから泉浄水場へ導水する管路は、建設後５0年から６0年が経過して
おり、各所で老朽化等による漏水が発生しました。
特に、東日本大震災以降、江畑接合井から頭巾平接合井の区間で漏水が多

発し、断水を伴う復旧工事を実施しました。
さらなる安定供給を図るため、既設管の補修に加え新たに導水管を設置する

複線化事業に着手しました。

漏水発生状況（江畑地内）

江畑接合井から小名浜道路付近まで新たな導水管の設置及び2本の既設管に接続し、複線化を図ります。
導水管布設工 ダクタイル鋳鉄管（Φ1100mm) 不断水分岐工（Φ1100mm）N=２箇所 断水分岐工（Φ1100mm）N=２箇所

0% 97%50%

進捗率

断水施工状況
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導水管布設状況

Ｒ５実施内容（予定）
1４月 管布設工
１７月 ２期管への接続
１０月 １期管への接続
12月 舗装復旧工
１3月 竣工

2023/12/28作成

100%

（R5.12現在）

不断水施工状況



◆断水被害と復旧状況◆
R1.7.24 19:28 鹿島ポンプ場再運転開始

. 19:45 市道部で漏水しているのを発見。
R1.7.25 3:20 復旧工事完了

令和元年の定期断水日に、老朽化等による漏水が発生しました。
漏水箇所を特定し、約８時間の断水を伴う復旧工事を実施しました。

磐城工業用水道（鹿島線）は常磐鹿島工業団地の立地企業に昭和４７年から工業用水道を供給しています。
現在、常磐鹿島工業団地の７事業所に８，１５０ｍ３／日の工業用水を供給しており、産業活動及び地域振興の
ため大きな役割を果たしています。

令和元年の漏水を受け、主要地方道江名・常磐線及び市道鹿島工業団地２号線の
延長Ｌ＝１．４ｋｍ（鹿島線）の布設替工事を実施中。
さらなる安定供給を図るため、令和３年～６年にかけて配水管の布設替工事を実施し

ています。

■磐城工業用水道管■ 鹿島線配水管布設替工事 R3～R６

補修用ジョイント設置

0% 100%80%

進捗率

漏水箇所

床堀状況

Ｒ５実施内容（予定）
1 ８月 試掘
１０月 管布設工

R６実施内容（予定）
１ ５月 舗装復旧工
１ ７月 ユーザー企業への

接続管布設
１０月 竣工

50%

管布設状況

（R5.12現在）

2023/12/28作成

２期工事 L=562.4m

１期工事 L=844.1m

福島県企業局
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１期工事

１期工事：R3～R4 完了

２期工事：R5～R6 施工中



福島県企業局
工業用水道課

“老朽施設の計画的更新”“施設の耐震化”“施設の強靱化”

■勿来工業用水道■ 沼部堰改築工事 R４～

勿来工業用水道は、いわき市の内陸部である勿来地区の立地企業に対し、工業用水を供給する
ために建設され、昭和39年4月に給水を開始しました。
令和５年4月1日現在、勿来工業用水道の南部に位置する勿来地区の3事業所に182,200m3/日、
北部に位置する南台地区の2事業所に39,900m3/日の工業用水を供給しております。

企業への安定的な給水を図るため、令和4年度から沼部堰の改築工事に着手しました。
既存の沼部堰から下流100mの位置に新設することにより、工事中も既存の堰からの取水が
可能です。（堰の構造：堰の幅約100m、土砂吐ゲート1基、洪水吐ゲート２基）

新沼部堰完成予想図

南台

勿来

沼部堰は勿来工業用水道へ給水するため昭和38年に鮫川に建設された取水施設で、老朽化により不同沈下
や転倒ゲートからの漏水が発生しています。
令和元年9月の台風15号では転倒ゲート内に大きな流木が挟まりゲートが倒れたままとなったことから応急
工事を実施し企業への給水を確保しました。また、10月の台風19号でも同様の被害が発生しました。

沼部堰全景写真
漏水状況 台風15号の被災 応急工事完了 台風19号の被災台風19号の異常出水

0% 100%50%

進捗率

16%

全景（R5年12月現在） 仮締切工(鋼矢板打設試験)

既設堰

ポンプ場
常磐道

河道切廻工

堰施工箇所
鮫川
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“適切な維持管理”

■小名浜工業用水道■ 小名浜ポンプ場主ポンプ・モーターOH工事

該当工
水拡大

小名浜ポンプ場

小名浜工業用水道は、いわき市小名浜臨海工業地域の工業用水の需要増加に対して、海水を利用する
ためのポンプ場を建設し、昭和４５年１月に給水を開始しました。
令和５年４月１日現在、小名浜臨海工業地域の４事業所に４４７,８００m3/日の工業用水を供給して
おります。

小名浜ポンプ場は昭和４３年に建設され、給水開始後50年以上が経
過し、施設の老朽化が進行しております。
日々の点検のほか、機械設備のオーバーホールや修繕などの適切な
メンテナンスを行うことで、長寿命化を図り工業用水の安定供給を支
えています。

ポンプ場に設置している主ポンプ・モーターについて、定期点検整備計画に基づき、経年消
耗機材の交換や機器本体の点検整備、調整等を実施しております。
主ポンプ・モーター N=4基

小名浜ポンプ場全景 主ポンプ・モーター

分解・点検状況

分解・点検状況



 

 

相馬工業用水道事業管内 

令和５年度主要事業 

機械設備更新 
●法定耐用年数超過 

↑更新する汚泥掻寄機 

包括管理委託 
●適切な維持管理 



“適切な維持管理”

■相馬工業用水道■ 給水業務 R5.４.１～R6.３.３１

相馬工業用水道は、相馬地域総合開発計画に基づき計画された「相馬中核工業団地」への工業
用水の供給を目的として建設に着手し、平成４年４月に完成、給水開始しました。
令和５年４月１日現在、相馬中核工業団地内の１1事業所に２８，０００ｍ３／日の工業用水を

供給しており、相馬地域の産業活動及び地域振興のため大きな役割を果たしています。

日常的に保守点検を行っ
ています。日々の点検のほ
か、機械設備のオーバー
ホールや修繕などのメンテ
ナンスを行い、工業用水の
安定供給を支えています。
適正な維持管理により、長
寿命化も図っています。

◆主な業務内容◆
①毎日、浄水場の点検及び
工業用水の水質の確認を
行っています。

②月に数回、導水管路及び
配水管路のパトロールを
行っています。

受水企業様への給水を一定時間停止して、点検作業を実施するものです。
◆点検内容◆
①導水管路の制水弁・副弁の開閉作業を行い、作動状態を確認します。
②配水管路の制水弁の開閉作業を行い、作動状態を確認します。
③緊急遮断弁の作動状態の確認及び保守点検を行います。

緊急遮断弁作動確認

空気弁補修状況(導水管)一斉点検（断
水日）と併せて、
断水施工が必要
な部品を修繕し
ます。

制水弁作動確認状況(配水管)制水弁作動確認状況(導水管)

水質確認浄水場点検

１９



汚泥掻寄機
排泥促進ポンプ
沈殿水検水ポンプ

急速攪拌機

排泥促進ポンプ

沈殿水
検水ポンプ

福島県企業局
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“老朽施設の計画的更新”

■相馬工業用水道■ 初野浄水場機械設備更新工事 R4.6.21～R6.3.29

相馬工業用水道は、相馬地域総合開発計画に基づき計画された「相馬中核工業団地」への工業用
水の供給を目的として建設に着手し、平成４年４月に完成、給水開始しました。
令和５年４月１日現在、相馬中核工業団地内の１１事業所に２８，０００ｍ３／日の工業用水を

供給しており、相馬地域の産業活動及び地域振興のため大きな役割を果たしています。

沈殿池汚泥掻寄機（ロープ牽引式）は、平成４年の供用開始から約30年(耐用年数の約２倍)使用しています。
これまでは、軽微な修繕にて対応してきましたが、著しい摩耗や多くの錆と腐食が見られるようになり、修繕での対応が困難に
なってきたことから、今回、更新工事を実施することとしました。

0% 100%50%

進捗率

中長期計画に基づき、汚泥掻寄機、急速攪拌機、
排泥促進ポンプ、沈殿水検水ポンプの更新を行いま
す。

61%

汚泥掻寄機更新後

（Ｒ５．１２現在）


